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第８回宗谷管内教育研究大会猿払・浜頓別・中頓別大会 / 第4７回宗谷複式教育研究大会

令和4年9月22日（木）
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と こ ろ で …
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【本校の研究主題】

自分の考えを互いに伝え合い、粘り強く、

問いを解決していく子どもの育成

～浜スタ、算数科を通して～
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〈研究主題の深掘り〉
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「浜スタ」は浜鬼小で
これまで築いてきた「学習規律」

↑「浜鬼志別小学校学習の目指すところ」より

〈「浜スタ」って…〉
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研究の中心は

「浜スタ」による基盤づくりと
「学び合い」の活用と深化

〈具体仮説〉

6



2022/11/8

浜鬼小2

「浜
ス
タ
」と
「
学
び
合
い
」で

「活
用
型
問
題
」の
解
決
を
目
指
そ
う
！

〈研究内容〉
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②「話す力」「聞く力」の向上（浜スタ）

～「浜スタ」を活用した全校での取り組み～

・基本的な学習規律の確立
・「話す力」「聞く力」に焦点を当てた、系統的な取り組み
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②「話す力」「聞く力」の向上（学級経営案）

～「研究」を「学級経営案」に落とし込む～

・実態に合わせた「目標」と「手立ての設定」

・経営案交流による全校共通の理解

・節ごとのPDCAサイクルで次の節の目標設定
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③効果的な学び合いの設定や学び合いに
至るまでの発問について考える

〈実践事例より…〉

・話し合いやすい「題」や「場面の設定」から取り組む。
→友だちの考えの良さ、似てるところ、 違うところを見つける…。

・段階的な学びの場面を設定し、自信のある個人の考え
を持たせる。
→個人思考、ヒント、ペア交流、グループ交流、全体確認

・学び合いの手順やねらいを掲示する。
→特に「間接指導時」に有効。
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③効果的な学び合いの設定や学び合いに
至るまでの発問について考える

問い：みさきさんは、どのように考える
ことで、この式を用いて計算した
のだろうか。
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①単元の中で活用型問題を取り扱う

〈活用型問題を取り扱う〉

・単元の中や朝学習の時間を活用し、
活用型問題を取り扱う時間を設定する。
・チャレンジテストの過去問等を
利用し、確認問題として活用する。
・学び合って解決するなど「粘り強く」
問題に向かうことも目標にする。

活用型問題
…問題解決に思考や読み取り、
表現などが必要な問題
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タブレットを用いた研修推進（classroom編）
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タブレットを用いた研修推進（Jamboard編）

〈タブレットを用いた研修のメリット〉

・研修で取り組んだことがデータとして残る。
（実践を蓄積しやすい。）
・授業交流のために、自分の学級を開けなく
て済む。
・「場所」「時間」を柔軟に研修を進めることが
できる。

※しかし、デメリットもある…
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本日の研究協議の進め方（協議の柱）

① 「本時の授業のねらい」に対する「手立て」

がどうだったかを中心に話し合う。

〈各学年の「本時の授業のねらい」として身に付けさせたいポイント〉

1年生…みんなで協力して学習する力を育む。（③効果的な発問や場づくりでの学び合い）

2年生…言葉（用語）を使って説明することができる。（②話す力･聞く力の向上）

3年生…定型（決まった流れ）に沿って、話し合いができる。（③効果的な発問や場づくりでの学び合い）

4年生…自分たちで深め合える力を育む。（③効果的な発問や場づくりでの学び合い）
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本日の研究協議
の進め方（指導案）

5.研究仮説と本時の関わり 6.本時について

ｰ研究仮説と本時の関わりｰ
→授業者が研究主題に対して、 本時
の中で、どのような目的でどんな取り
組みをするかがまとまっています。

ｰ本時についてｰ
→指導案の薄紫色の部分が研究主題
に対応する部分となっています。

ｰ授業者の思いｰ
→各学年の指導案や交流する

Jamboardに「本時の授業の
ねらい」が載っています。
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本日の研究協議
の進め方（協議の方法）

①授業者より（10:20～10:30）
→「学級の実態」と「担任の目指すところ」、「本日の
授業のねらい」と「授業の感想」について、授業者
から発表をする。

②協議（10:30～11:00）
1.「本時の授業のねらい」に対する
「手立て」がどうだったかを中心に

話し合う
※ぜひ、Jamboardに書きこんで見て下さい。

③発表、交流（11:00～11:10）
→発表者を決め、グループ内で出た意見を
発表して下さい。

④助言者より（11:10～11:30）
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本日の研究協議の
進め方（Jamboardの使い方）

①ウェブ版では右上の9つの●から、アプリ版では
アプリからJamboardの起動ができます。
→今回はQRコードより開きます。

②Jamboardが開けたら、右下にある鉛筆ボタンを
タップすると、左側にアイコンが出て、編集で
きるようになります。

※WEB版だと初めから左側にアイコンが出ているかと
思います。

③上から4つめのアイコンが付箋のアイコンです。
タップ（クリック）すると④のように表示されると
思います。

④付箋を開けたらそこに文字を書きこむことがで
きます。保存ボタンを押すと書いた付箋が
Jamboard上に表示されます。付箋の右上部分で
付箋の色を変えることができます。

⑤できあがった付箋は、動かすことができます。
また角を引っ張ることで大きくしたり、回転させ
たりできます。
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本日の研究協議の進め方（Jamboardの起動方法）

※交流用紙、付箋も準備してあります。授業を見ながら付箋に書きこんでいただいても問題ありません。

また、授業を見ながらJamboardにメモをしていただいても構いません。（他の方の付箋を消してしまわないようお気を付け下さい。）

以下のQRコードを読み込んでいただくと（事前配布のチラシのQRコードでも可）、
研修で使用する「Jamboard」を開くことができます。

※研修終了後も、自由にこのQRコードから本日の研修をふりかえることができます。（データの消去にお気を付け下さい）

←1･2年生
管内研
研究協議用
Jamboard

←3･4年生
管内研
研究協議用
Jamboard

https://jamboard.google.com/d/1jz3
CbpqLKjAewRMH1uKpkImrGIRCeStJ
3gTYn0EUqGc/edit?usp=sharing

https://jamboard.google.com/d/1bD
fEYWuU-D_ROtcUy2cxiyrj0Q0prVk2-
cVDp6adE7w/edit?usp=sharing
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感想用紙（アンケート）
の記入について

〈Googleフォームを活用したアンケートの提出〉

・感想用紙下の「QRコード」より、上記のGoogleフォーム
で感想の記入をすることができます。
・そのまま紙に書いて提出していただいても構いません。

※協議から移動までの時間が長くありませんので、Googleフォームで
後日提出していただいても構いません（9月中にお願いします。）
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https://jamboard.google.com/d/1jz3CbpqLKjAewRMH1uKpkImrGIRCeStJ3gTYn0EUqGc/edit?usp=sharing
https://jamboard.google.com/d/1bDfEYWuU-D_ROtcUy2cxiyrj0Q0prVk2-cVDp6adE7w/edit?usp=sharing

